
鹿児島県工業技術センター生産技術部測定設備類（長さ関係）

備品名 真円度測定機 導入年度 1996年度（平成8年度）

型式
（株）ランク・テーラー・ホブソン

タリロンド２６２

最終の精度

検査実施日
2010.10.12

概要
接触式で真円度・円筒度の他，同軸度・平面度・平行度等を測定します。

丸モノ部品の真円度・円筒度等は，三次元測定機より精度良く測定できます。

仕様

最大測定径：300mm，最大測定高さ：300mm，最大積載荷重：50kg
自動センタリング（＜5mm）・レべリング（＜1deg.）機能，測定力：＜10gf 可変
スピンドル半径方向精度：±（0.04μm＋0.0003μm／mm）

利用方法
設備使用料（510円／時間），試験手数料（2,060円／件）
この他，技術相談などで利用した場合は無料です。

コメント
三次元測定機等でも真円度は出力されますが，真円度測定機の方が，測定点
数・分解能・各種演算等の点で信頼性の高い真円度測定結果が得られます。

エア式防振台

リング状部品の測定結果の一例

各種スタイラス＆真球マスタ

Φ4

おむすび形の形状となっ
ていることがわかります。
この原因は，リング状部
品の旋削加工時における
三ツ爪チャック締付けによ
る変形と考えられます。
例えば，三次元測定機
で３点測定した結果だけ
では見逃してしまうおそれ
があります。
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